
「修得」と「実践」で構成するカリキュラム体系

学生��人（�学年��人×�学年）程度を専門分野の異なる教員�～�人が担任する「ポート」
を設け、学生を支援しています。教員�人の研究室と学生が滞在する部屋を隣接配置する
ことで、学生が日常的に教員とコミュニケーションをとることができます。学修計画の立て
方や履修科目の選択、学修方法についての指導・助言を受けやすい環境です。

�年を�学期に分離するクォーター制を導入。
自らの履修計画に応じて海外留学やインターン
シップ、ボランティアに取り組みやすくなっています。

● 経営学概論
● 国際協力・
　安全保障概論
● 社会学概論

● 生命倫理学概論
● 人工知能概論
● 数学的思考法

ポート（港）による学生支援

充実した教育プログラムと学修サポート
カリキュラムについて、詳しくはこちらから

クォーター制

入学直後に全員が参加するジャンプスタートワークショップでは、大学のカリキュラムや履修登録方法、
学生生活で受けられるサポートや留意点を理解し、４年間の大まかな学修の流れを把握します。
このワークショップで集中講義として実施する「ソーシャルシステムデザイン入門」や「基礎学修科目」で、
入学者同士のチームワークや、社会課題に対する当事者意識を醸成します。

３年間の学修成果を踏
まえ、学生が自ら解決
すべき課題を特定し、
原因究明から解決策の
立案までを一貫して行
います。
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カリキュラム
Curriculum

卒業プロジェクト科目

課題解決演習科目（PBL）

卒業プロジェクトⅠ 卒業プロジェクトⅡ

（主に留学生・初学者向け）

学びの意義や方法を理解する
● 大学での学びと学問分野の基礎　● 情報リテラシーI　● 情報リテラシーII
● 主体的に学ぶための技法I　● 主体的に学ぶための技法II　● キャリア開発基礎

基礎学修科目基
礎

● リスニング英語・スピーキング英語 I
● リスニング英語・スピーキング英語Ⅱ
● リーディング・ライティング英語Ⅰ
● リーディング・ライティング英語Ⅱ

卒業プロジェクト準備 ● 主体的に学ぶための技法I　● 主体的に学ぶための技法II

（JSW）

● プレゼンテーションⅠ
● プレゼンテーションII
● 統合英語Ⅰ
● 統合英語 II

● アカデミック英語Ⅰ
● アカデミック英語II

Ⅲ

※基礎学修科目「主体的に学ぶための技法I」「主体的に学ぶための技法II」の修得が「卒業プロジェクト準備」の修得とみなされます。
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